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現在私たちが電子申告で使用している日本税理士会連合会（以下、日税連という）ICカードの有効期限は来年３月３１日までとなっています。

新ICカードは、東京税理士会では本年８月６日から利用申込書が発送され、受付日から１週間後に順次発行される予定となっています。

今回新たに発行される日税連ICカードは、取得方法、利用申込方法、受領方法、利用可能なICカードリーダライタなどの諸点で現在のICカードと違いがあり、電子申告を行

う上で留意すべきところがあります。東京税理士会情報システム委員会では、最新の情報を日税連より入手し、順次情報を公開していきますが、現時点で明確になっている手

順について説明いたします。

目下のところ、本会情報システム委員会でも新たに発行される日税連ICカードを入手していませんので、細部については変更があることが考えられますが、本年９月７日に

開催されます「税理士情報フォーラム２０１２」において、新ICカードの取得から電子申告に必要な電子証明書の変更登録まで詳しく説明することを予定しております。また、東

本会Webサイトにおいても新ICカードの取得要領について解説しておりますので、詳細については下記Webサイトをご参照下さいますようお願いします。

http : //www.tokyozeirishikai.or.jp/tax_accuntant/itschool.html

■日税連新ICカード発行時期
新たに発行される日税連ICカードは、発行枚数が多いこともあり、単位会毎に発

行時期を区切って、本年８月より順次発行されることになっています。本会は会員数

が多いこともあり、全国の単位会の中で最も早く発行される予定となっています。

■利用可能なICカードリーダライタ
新ICカードは、現在のICカードと暗号化の方式が異なっているため（第三世代暗

号技術を使用）、現在使用しているICカードリーダライタのドライバ（コンピュータ

にICカードの内容を読み取るためのプログラム）を変更する必要があります。

また、現在使用しているICカードリーダライタについては、生産や販売が中止に

なったものや対応に時間がかかるものがあるため、使用できなくなるものもあります。

ちなみに、現在使用している暗号技術（第二世代暗号技術）は破られる危険が高ま

ったので、アメリカでは２０１０年１２月末日で使われなくなっており、日本でも２０１３年を

目処に使われなくなるといいます。このため、今回の新ICカードに使われる新たな暗

号技術を「第三世代」と称しているのです。

図１ 利用可能なICカードリーダライタ

■新ICカード取得手順
新ICカードの取得手順は、基本的には現在のICカードの取得手順と変わりはあり

ませんが、利用申込時に２枚のICカードを取得できるようになったことと、受領書

の返信に電子的方法での返信ができるようになったことに違いがあります。

ICカードを２枚取得することによっ

て、１枚目のICカードが紛失・破壊さ

れた場合に迅速に対処することができる

ようになります(ICカードは２枚取得で

きますが、２枚同時に使用することがで

きないことについては十分注意する必要

があります）。

取得手順としては、

１．日税連より税理士事務所の所在地宛に

郵送されてくる利用申込書に必要事項

を記載して返送する

※ ICカードを２枚取得希望する

場合には、同封の払込取扱票に

て費用（２，２００円）を支払い、

コピーを同封の上、返送する

２．約１週間後に本人限定受取郵便で税理

士事務所の所在地宛に郵送されてくる

CD-ROM、ICカード、PINコードの

お知らせを受け取る

※ 税理士事務所の所在地を管轄す

る郵便局に本人確認書類（免許

証等）、印鑑、税理士証票を持参

して受け取る

３．同封のCD-ROMを利用してICカード

登録に必要なドライバを入手し、受領書へ署名し、日税連へ返送する

※ 受領書の返送方法としては、①専用サイトにアクセスしてプリントの上、実

印を押印し、日税連へ返送する②専用サイトにアクセスして、受領書に電子

署名の上、返送する２つ

の方法があります。

※ 具体的な返送方法につい

ては、詳細が決定次第、

順次お知らせします。

※ 受領書を１４日以内に返送

しないと取得したICカ

ードが失効してしまうた

め、再発行手続きをしな

ければならなくなります

ので、期限については十

分に注意をお願いしま

す。

■e-Tax、eLTAXの電子証明書を変更
最後に電子申告を行うために

は、e-Tax、eLTAXの電子証明

書を変更する必要があります。

e-Tax、eLTAXの電子証明書

の変更方法は、使用している申告

ソフトによって操作方法に違いが

あると思われますので、よって詳

細は各位がご使用の申告ソフトの

メーカーにお問い合わせいただく

か、本年９月７日に開催される「税

理士情報フォーラム２０１２」におい

て説明を予定している各申告ソフ

トのメーカーの説明をお聞きください。

※ 日税連ウェブサイトの電子申告に関するQ&Aでも説明されていますが、今般、

認証局の運営はセコムトラストシステムズ�に委託されます。このため、認証局のサ
ービス名が従来の「日本税理士会連合会」から「日税連 税理士用電子証明書」に変

更になっていますので、署名にあたっては十分注意してください。

日本税理士会連合会新ICカード取得について
～来月から申し込みがはじまります～

CD-ROMの内容（予定）

図４ CD-ROMの内容

送られてきたCD-ROMをパソコンにセットすると

自動で会員専用サイトにアクセスします。（予定）
利用可能なICカードリーダライタ

HR３３０C SAXA はドライバインターフェースが異なるため利用不可
２０１２年６月現在

のICカードリーダライタが使用可能
※SCR３３１DI－NTTComは挿入時のみ利用可能 図５ CD-ROMを利用したドライバ等の入手

図６ CD-ROMを起動した画面

図２ 送付されてくるもの

図７ e-Taxの認証局サービス名選択画面

図３ PINコードのお知らせ、ICカード
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事前申込制です。メール、お電話でお申し込みください。
e-mail : johosystem@tokyozeirishikai.or.jp
※タイトルを「ミニセミナー申込」としてください。
記載事項（�支部、�登録番号、�氏名）

TEL：０３－３３５６－４４６７（東京税理士会事務局業務研修課）
※ミニセミナーは、インターネット(Ustream)を利用して
ライブ配信いたします。当日ご都合のつかない方は、事務
所・ご自宅から、ぜひこちらにアクセスしてご覧ください。
http : //www.ustream.tv/channel/josys2

「日税連新ICカードの更新方法について」

◆日時：平成２４年７月１７日（火） 午後１時～２時
◆場所：東京税理士会館地階１０３号室
◆講師：菅沼俊広（情報システム委員会委員）

ミニセミナー
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